















学位の種類 医 A子" 博 士
学位記番号 第 3 805 子Eヨ玉
学位授与の日付 昭和 52 年 2 月 3 日











腸炎ピプリオ， WP-1 株(神奈川現象陽性株)をペプトン培地に370C ， 18時間振漫培養し，培養
上清より致死毒の分離精製を行った口各精製段階における致死活性の測定は，マウス尾静脈内に被検
毒素液を投与した場合の生存時間の測定により行った。致死活性物質(致死毒)の精製は，培養上清
を硫酸アンモニウムで分画後， DEAE-cellulose , hydroxyapatite , Sephadex G 200 の各 column
chromatography により行った。このようにして精製した致死毒は，免疫電気泳動， SDS polyacrylｭ
























2 )致死毒は，腸炎ピブリオ液体培養上清の硫安分画， DEAE cellulose , hydroxyapatite , Sephadex 
G 200の column chromatography によって物理化学的に単一成分にまで精製することができた。
この結果，精製致死毒は神奈川現象陽性の原因物質である耐熱性溶血毒そのものであることを明
らかにした。
3 )精製致死毒の物理化学的諸性状を明らかにした。
4 )致死毒は，動物の心臓に直接作用して心拍動を停止させ動物を死に至らしめることを明らかにした。
以上の結果から，ヒト腸炎ピブリオ感染症による死亡は，本毒素による心臓障害作用による可能
性が示唆される。
論文の審査結果の要旨
本論文の著者は，腸炎ピプリオの産生する致死活性物質(致死毒)を培養上清中に見い出し，その
毒素を高純度に分離精製することに成功し その物理化学的性状を明らかにした。そしてこれまで主
として疫学的研究から病原性と関係深いとされていた神奈川現象陽性の原因物質である耐熱性溶血毒
そのものが，致死毒であることを明らかにした。さらに本毒素の作用機序についても研究を進め，電
気生理学的手法や，培養心筋細胞系を用いて解析し，本毒素が細菌毒素として非常にユニークな心臓
毒作用を持っていることを明らかにした。その結果にもとずいて臨床例を解析，腸炎ピブリオの産生
する致死毒(耐熱性溶血毒)がその必臓毒作用によって腸炎ピブリオ感染患者を死亡させる可能性を
示唆した。著者の明らかにしたこれらの事実は，腸炎ピブリオ感染の病態の解明と，治療法の開発に
寄与するところ大であり，高く評価され得る。
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